
令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

第
十
条
の
二
第
一
項
中
「
調
査
」
を
「
不
当
廉
売
関
税
に
係
る
調
査
」
に
、「
前
条
」
を
「
第
十
条
」
に
、「
通
知
」

を
「
通
知
さ
れ
、」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
調
査
」
を
「
不
当
廉
売
関
税
に
係
る
調
査
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十

条
の
三
と
し
、
第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
不
当
廉
売
関
税
の
課
税
の
回
避
に
係
る
調
査
に
お
け
る
証
拠
の
提
出
等
）

第
十
条
の
二

不
当
廉
売
関
税
の
課
税
の
回
避
に
係
る
調
査
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
回
避
調
査
の
利
害
関

係
者
は
、
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
、
又
は
告
示
さ
れ
た
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
期
限
ま
で

に
、
法
第
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
事
実
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
い
こ
と
、

同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
事
実
又
は
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
事
実
に
関
し
、
財
務
大
臣
に
対
し
、
証
拠
を
提

出
し
、
又
は
証
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
証
拠
を
提
出
し
、
又
は
証
言
を
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
証
拠
又
は
証
言
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と
す
る
事
実
並
び
に
当
該
証
拠
又
は
証
言
を
秘
密
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
を
求
め
る
と
き
は
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
「
回
避
調
査
の
利
害
関
係
者
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

回
避
調
査
の
直
接
の
利
害
関
係
人

二

関
係
生
産
者
等
（
団
体
で
あ
る
関
係
生
産
者
等
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
直
接
又
は
間
接
の
構
成
員
の
過
半
数
が

不
当
廉
売
が
さ
れ
た
貨
物
と
同
種
の
貨
物
の
本
邦
の
生
産
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）で
あ
っ
て
回
避
調
査
の
直

接
の
利
害
関
係
人
以
外
の
も
の

三

関
係
労
働
組
合
（
そ
の
直
接
又
は
間
接
の
構
成
員
の
過
半
数
が
不
当
廉
売
が
さ
れ
た
貨
物
と
同
種
の
貨
物
の

本
邦
に
お
け
る
生
産
に
従
事
す
る
者
で
あ
る
労
働
組
合
に
限
る
。）で
あ
っ
て
回
避
調
査
の
直
接
の
利
害
関
係
人

以
外
の
も
の

３

財
務
大
臣
は
、
不
当
廉
売
関
税
の
課
税
の
回
避
に
係
る
調
査
の
期
間
中
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
回
避

調
査
の
利
害
関
係
者
（
前
項
に
規
定
す
る
回
避
調
査
の
利
害
関
係
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
対
し
、
法
第
八
条

の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
事
実
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
い
こ
と
、
同
条
第
七
項
に

規
定
す
る
事
実
又
は
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
事
実
に
関
し
、
証
拠
を
提
出
し
、
又
は
証
言
を
す
る
こ
と
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
証
拠
を
提
出
し
、
又
は
証
言
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
証
拠

又
は
証
言
を
秘
密
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
を
求
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

第
七
条
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
前
段
、
第
三
項
前
段
、
第
四
項
前
段
若
し
く
は
第
五
項

前
段
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
証
拠
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
証
言
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
調
査
」
を
「
不
当
廉
売
関
税
に
係
る
調
査
」
に
、「
通
知
」
を
「
通
知
さ
れ
、」に
、「
か
ら
第

五
項
ま
で
」
を
「
、
第
二
項
、
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
四
項
」に
、

「
第
二
項
前
段
若
し
く
は
」
を
「
第
三
項
前
段
若
し
く
は
」
に
、「
第
十
条
第
五
項
」
を
「
第
十
条
第
六
項
」に
改
め
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
不
当
廉
売
関
税
の
課
税
の
回
避
に
係
る
調
査
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
利
害
関
係
者
」
と
あ
る
の
は
「
回
避
調
査
の
利
害
関
係
者
」
と
、
第

一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
の
二
第
一
項
」
と
、「
同
項
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第

九
号
」
と
、「
第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
第
三
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
五
条
第
三
項
第

一
号
イ
若
し
く
は
第
二
号
」
と
、「
第
七
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）若
し
く
は
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、「
第
十
条
第
一
項
前
段
若
し
く
は
第
三
項
前
段
若
し
く
は
前
条
第
一
項
前
段
若
し

く
は
第
二
項
前
段
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
の
二
第
一
項
前
段
、
第
三
項
前
段
、
第
四
項
前
段
若
し
く
は
第
五
項

前
段
」
と
、「
第
七
条
第
六
項
、
第
七
項
若
し
く
は
第
九
項
後
段
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
条
第
六
項
及
び
前
条
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
の
二
第
四
項
若
し
く
は
第
十
条
の
二
第
八
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
第
六
項
、
第
七
項
若
し
く
は
第
九
項
後
段
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
調
査
」
を
「
不
当
廉
売
関
税
に
係
る
調
査
」
に
、「
通
知
」
を
「
通
知
さ
れ
、」に
改
め
、
同

条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
三
項
の
規
定
は
、
不
当
廉
売
関
税
の
課
税
の
回
避
に
係
る
調
査
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
利
害
関
係
者
」
と
あ
る
の
は
「
回
避
調
査
の
利
害
関
係
者
」と
、

第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
の
二
第
一
項
」
と
、「
同
項
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項

第
九
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
調
査
」
を
「
不
当
廉
売
関
税
に
係
る
調
査
」
に
、「
通
知
」
を「
通
知
さ
れ
、」に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
調
査
」
を
「
不
当
廉
売
関
税
に
係
る
調
査
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
不
当
廉
売
関
税
の
課
税
の
回
避
に
係
る
調
査
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
利
害
関
係
者
」
と
あ
る
の
は
「
回
避
調
査
の
利
害
関
係
者
」
と
、
第

一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
の
二
第
一
項
」
と
、「
同
項
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第

九
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
調
査
」
を
「
不
当
廉
売
関
税
に
係
る
調
査
」
に
、「
通
知
」
を
「
通
知
さ
れ
、」に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
調
査
」
を
「
不
当
廉
売
関
税
に
係
る
調
査
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
不
当
廉
売
関
税
の
課
税
の
回
避
に
係
る
調
査
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
の
二
第
一
項
」と
、「
同
項
第
七
号
」

と
あ
る
の
は
「
同
項
第
九
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
の
二
中
「
不
当
廉
売
さ
れ
た
」
を
「
不
当
廉
売
が
さ
れ
た
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
法
第
八
条
第
五
項
、
第
十
三
項
、
第
二
十
二
項
（
同
条
第
三
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）又
は
第
二
十
七
項
の
調
査
」
を
「
不
当
廉
売
関
税
に
係
る
調
査
」
に
、「
同
条
第
七
項
」
を
「
法
第
八

条
第
七
項
」
に
、「
、
第
二
十
四
項
」
を
「
、
第
二
十
四
項（
同
条
第
三
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

に
改
め
、「
準
用
し
、
並
び
に
同
条
第
二
十
四
項
の
規
定
を
同
条
第
三
十
一
項
に
お
い
て
」
を
削
り
、「
第
十
八
条
」
を

「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
第
二
十
四
項
」
を
「
、
第
二
十
四
項
（
同
条
第
三
十
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
改
め
、「
準
用
し
、
並
び
に
同
条
第
二
十
四
項
の
規
定
を
同
条
第
三
十
一
項
に

お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
の
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

４

法
第
八
条
の
二
第
四
項
の
調
査
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
調
査
に
係
る
貨
物
の
供
給
者
又
は
輸

入
者
は
、
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
、
又
は
告
示
さ
れ
た
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
期
限
ま
で

に
、
法
第
八
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
に
関
し
、
財
務
大
臣
に
対
し
、
証
拠
を
提

出
し
、
又
は
証
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
証
拠
を
提
出
し
、
又
は
証
言
を
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
証
拠
又
は
証
言
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と
す
る
事
実
並
び
に
当
該
証
拠
又
は
証
言
を
秘
密
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
を
求
め
る
と
き
は
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

財
務
大
臣
は
、
法
第
八
条
の
二
第
四
項
の
調
査
の
期
間
中
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
調
査
に
係
る

貨
物
の
供
給
者
又
は
輸
入
者
に
対
し
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
に
関
し
、
証
拠
を

提
出
し
、
又
は
証
言
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
証
拠
を
提
出
し
、
又
は
証

言
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
証
拠
又
は
証
言
を
秘
密
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
を
求
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及

び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

財
務
大
臣
は
、
回
避
調
査
の
利
害
関
係
者
か
ら
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
証
言
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
若
し

く
は
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
回
避
調
査
の
利
害
関
係
者
に
証
言
を
求
め
る
場
合
又
は
法
第
八
条
の
二
第
四
項

の
調
査
に
係
る
貨
物
の
供
給
者
若
し
く
は
輸
入
者
か
ら
第
四
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
証
言
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合

若
し
く
は
前
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
四
項
の
調
査
に
係
る
貨
物
の
供
給
者
若
し
く
は
輸
入
者
に
証
言
を
求

め
る
場
合
は
、
証
言
の
聴
取
の
日
時
及
び
場
所
そ
の
他
証
言
の
聴
取
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
当
該
回
避
調
査
の

利
害
関
係
者
又
は
当
該
同
項
の
調
査
に
係
る
貨
物
の
供
給
者
若
し
く
は
輸
入
者
に
対
し
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

７

財
務
大
臣
が
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
回
避
調
査
の
利
害
関
係
者
に
対
し
証
拠
若
し
く
は
証
言
を
求
め
た
場

合
又
は
第
五
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
法
第
八
条
の
二
第
四
項
の
調
査
に
係
る
貨
物
の
供
給
者
若
し
く
は
輸
入
者
に

対
し
証
拠
の
提
出
若
し
く
は
証
言
を
求
め
た
場
合
に
は
、
第
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
決
定
は
、
当
該
証
拠
又

は
証
言
が
提
出
さ
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
回
避
調
査
の
利
害
関
係
者
又
は
法
第
八
条

の
二
第
四
項
の
調
査
に
係
る
貨
物
の
供
給
者
若
し
く
は
輸
入
者
が
相
当
な
期
間
内
に
当
該
証
拠
又
は
証
言
を
提
供

し
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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